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「ぶんすう」ってなんのやくにたつの？
きみたちもわかるように、おとなになっても「たしざん、ひきざん、かけざん、わりざん」はつかう。　だって、おかいものしたり、バスにのったりするとき、ぜったいつかうんだから。

でも、「ぶんすう」なんていつつかうんだろうな？っておもったことがあるんじゃない？！　でも、「ぶんすう」だってとってもだいじなんだ。　どんなときにつかうのかみてみよう！！！

たとえば、トノショーとキタチューという「おにく」をうるかいしゃがあるとする。　トノショーがうる「おにく」は１ふくろ６４５ｇで７３２円。　キタチューの「おにく」は８００ｇで１０００円。　これだけみると、どっちをかったほうが「おとく」なのかわかりにくいよね。　こんなときにかつやくするのが、「ぶんすう」なんだ。

つまり、もしトノショーの６４５ｇの「おにく」が８００ｇだったらいくらかな？　ってかんがえればいいから、つぎみたいな「ぶんすう」のけいさんをやればいい。
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　　←　g　と　円　を、分母か分子のどっちかにそろえるんだね。
っていうしきをつくる。　このあとは、「たすきがけ」というけいさんをする。　
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すると、ねだん＝907.9...っていうすうじがでる。　つまり、トノショーの「おにく」を８００ｇかったら、９０７円くらいかかるってことだ。（「ししゃごにゅう」すれば９０８円だな・・・！）
でも、キタチューの「おにく」は８００ｇで１０００円。　つまり、８００ｇの「おにく」をかったばあい、キタチューのほうがたかくて、トノショーのほうが１００円ちかくも「おとく」ってことになる。

この「ぶんすう」のけいさんしきは、こういったおかいものにつかうだけじゃなく、ほかにもいろんなところでつかう。　たとえば、かいがいりょこうで「円→ドル」にかえるとき、じぶんたちがものをうるとき、つくるとき・・・　とくに、つくるひとたちやうるひとたちにとっては、たいりょうにあつかうわけだから、こういったきほんてきな「ぶんすう」のけいさんができないと、何おく円もそんをすることだってあるんだ。
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